
５．寺有財産取得証明願 

 

寺院が、贈与又は売買により土地・建物を取得した場合、それがもっぱら

宗教の用に供する宗教法人法第３条に規定する物件であるときは、登記に

かかる登録免許税が課税されません。但し、その物件が非課税の要件に該

当する旨の都道府県知事の証明が必要となります。（その申請にあたり宗

派の証明が必要な場合に『寺有財産取得証明願』を提出します。） 

［登録免許税法４②・別表第三、登録免許税法施行規則４］ 

 

⑴ 申請者 当該寺院の住職又は住職代務 

⑵ 添付書類 

① 取得物件の明細 

取得物件の表示は、登記簿謄本の表示に合わせて記載します。 

② 理由書 

住職（住職代務）の署名捺印にて、取得する理由（取得物件の用

途）を明記します。 

③ 門徒総代の同意書 

門徒総代に諮問したことを証するため、任期中の門徒総代全員が署

名捺印します。 

〔註〕同意日において門徒総代の任期が満了している場合は、『責任役

員任命申請書並びに門徒総代届』を同時に提出します。 

※この場合、同意書には、新たに届け出る門徒総代が署名捺印しま

す。 

④ 責任役員会議事録（抜粋） 

責任役員会の議決を得たことを証するため、任期中の責任役員の議

事録の抜粋を添付します。 



⑶

※⑦⑧については、本堂との位置関係がわかる図面も添付してくだ
　
さい。



⑷


